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週足 

2021/1/6の安値102.59円を起点とした上昇トレンドは、 2022/10/21高値151.94円を頂点とした調整局面は、FOMC12月会
合において上げ幅を50ｂｐへ縮小（6月～11月会合では4会合連続で.75％の利上げ）、12/20の日銀金融政策決定会合で、長
期金利変動幅の上限を0.5％に拡大（従来は0.25％）が決定されたことなどを材料として、127.22円まで下落しました。 
2/3に発表された米1月雇用統計で市場予想を上回る好結果となったことを受け、米労働市場の堅調さが確認されたとともに、
2/24（金）に発表された 1月米個人消費支出（PCEデフレーター）も予想を上回る結果となったことで、3月と5月の会合でも利上
げが続くとの思惑から、戻りを試す展開となっています。 

長期概況 

【2023/3/13～3/17】 
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3月第3週のドル円は、133.73円から始まり、週末にかけて下げ幅を拡大し、約1か月ぶりの安値となる131.55円まで
下落しました。前週末の米シリコンバレー銀行の破綻のニュースからリスク回避のドル売り円買いの流れが続く中、
今週に入り、米シグニチャー・バンクの事業停止、米ファースト・リパブリック銀行の株価が70％超暴落などの
ニュースが相次いだことや、米国だけでなく欧州においても、スイスの金融大手クレディ・スイスに経営危機観測が
浮上するなど、金融不安は収まらず、131.55円まで急落する展開となりました。欧米金融システム不安から欧米とも
に利上げ観測が急速に後退した見方が大半となり、22日開催のFOMCにおいて金利据え置きが想定されましたが、16
日、ECBは政策金利0.5％引き上げを強行。これによってFOMCにおいても0.25％引き上げを予想する向きが多勢とな
り、下げ渋る展開となりました。 



日足ボリンジャーバンドは中心線が下向きとなっており、下落を示唆しています。 
また、ボリンジャーバンドの幅がエクスパンションを形成し始めており、下落トレンドの発生を示唆しています。 
週足ボリンジャーバンドは、中心線が下向きで、下落を示唆しています。 
月足ボリンジャーバンドは中心線が上向きですが、-2σが収斂しており、上昇に一服感がでています。 
 
◆予想レンジ 129.74円～134.72円 

注目レート テクニカル 

上値② 134.72 ・2023/3/8高値137.90円から3/17安値131.55円の50.0%戻し（フィボナッチ：緑） 

上値① 133.05 ・2022/10/21高値151.94円から1/16安値127.22円の23.6%戻し（フィボナッチ：青） 

下値① 130.22 ・ボリンジャーバンド日足-3σ近辺 

下値② 129.74 
・1/16安値127.22円から3/8高値137.90円の76.4％押し近辺（フィボナッチ：青） 
・2/14安値近辺 
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